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目標と目的

第38回鳥人間コンテスト
タイムトライアル部門出場

タイムトライアル部門優勝
（最速タイムでの優勝）

目標

・機体を完成させる〇
・機体を飛行させる〇
・安定した試験飛行の確立△
・技術の引き継ぎ？
・予算の低減×

目的



チーム状況と設計コンセプト

・近年記録なし
・14年度TFでTF技術の低さが
露呈

チーム状況 コンセプト

・操縦しやすい機体
・十分なTF回数の確保

軽量パイロット
・低出力化
・高速化



15年度機体Thermopylae

・機体重量:32.4kg 
(WASAのTT機体最軽量）
・飛行速度:8.7~11.3m/s
(WASA最高速度）
・必要パワー：265~355W
・スパン：26m
（翼端Winglet装備）



設計詳細（フレーム）

特徴

15年度パイロットに合わせて，
BB位置，パイプ角度（姿勢）
を決定

変更点

補強パーツを追加

ロール剛性増加
フレーム破損なし



設計詳細（主翼）

特徴

・長いスパン
・GAを用いた翼型設計

必要パワーの低下
前年比約5％低下

・構造を考慮した空力設計
・自作かんざしの製作

主桁重量軽減
前年比-3.5kg



設計詳細（尾翼）

水平尾翼

・製作しやすい矩形
・前年よりφ10大きい桁を使用

垂直尾翼

・運動解析による十分な機動性の確保
・カッコいい装飾



設計手法（プロペラ）

特徴

・Larrabeeの方法を用い広い速度域，
回転数域で高い効率を実現
・レーザー加工機で製作したジグ

・ペラハブを設計変更

美しい“ペラ”に

ズレ，抜けなし



試験飛行（初期）

・まっすぐ走らない
（原因：タイヤ取り付け？）
・3回目で浮上に成功
・組立に時間がかかる
・フォロワーいい感じ
（秋TFの成果）
・指示だしうるさい

・天気悪い



試験飛行（中期）

・安定して浮上するように
・P突然の姿勢変更

設計者涙
・重心前より
（調整を慎重になりすぎ）
・指示だしうるさい

・天気悪い



試験飛行（終盤）

・まだ重心前ぎみ
・Pが操舵になれてくる

・中距離～長距離飛行に
成功
・指示だしうるさい

・天気悪い



試験飛行（総括）

・大きな損傷なし
（ミレファンが破れる程度）
・けが人なし
・フォロワーが十分に機能

・楽しかった



鳥コン（結果）

フライト直前に7m/sの強風

尾翼取り付け部破損
（接着剥がれ，強度不足）

棄権
（パイロットの安全第一に）



総括

最後の1歩が届かなかっ
た．．．

この無念は来年以降晴ら
してくれると信じてます．

「飛んだらWASAが優勝し

てた」と他大の人から言わ
れてWASAを誇りに思いま
す．


